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と

　

じ

　

て

　

保

　

存

　

し

　

ま

　

し

　

ょ

　

う

さ
　
つ
　
き
　
展

初
夏
を
つ
げ
る
花
と
し
て
、
昔
か
ら

日
本
人
に
愛
さ
れ
て
い
る
　
〝
さ
つ
き
″

の
展
示
会
が
、
六
月
一
日
か
ら
四
日
ま

で
、
「
さ
つ
き
同
好
会
」
の
主
催
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

会
場
と
な
っ
た
町
民
会
館
に
は
、
と

こ
ろ
せ
ま
Ｌ
と
、
さ
つ
き
の
古
花
、
銘

花
、
新
花
な
ど
三
百
余
点
の
作
員
が
展

示
さ
れ
、
訪
れ
る
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
会
場
で
は
、
会
員
の
人
達
に

ょ
る
盆
栽
の
せ
ん
定
が
行
わ
れ
、
人
気

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

さ
つ
き
は
、
日
本
原
産
で
庭
木
、
盆

栽
に
よ
く
、
寿
命
も
長
く
、
色
彩
、
形

と
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
み
、
初
心
者
に
も

育
て
や
す
い
と
い
う
こ
と
で
、
年
々
こ

の
花
に
ひ
か
れ
て
い
く
人
が
多
い
と
の

こ
と
で
す
。

多
数
の
力
作
の
な
か
か
ら
、
次
の
か

た
が
た
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

さ
つ
き
研
究
社
賞
　
清
水

西
日
本
新
聞
社
賞
　
古
海

町
　
　
長
　
　
賞
　
入
江

議
　
　
長
　
　
賞
　
中
川

教
　
育
　
長
　
賞
　
白
石

同
好
会
会
長
賞
　
小
野

明
人
正
治誠

浅
雄

三
明
明
義

6月22日は衆0参議員選挙の投票日、あなたの一票を大切に
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投票日6月22日
（日曜日）

投票時間
午前7時～午後6時

た
　
こ
の
　
〓
景

畢　総　選　挙

判官国民審査
選挙（地方区・全国区）

衆議院は五月十九日解散され、参

議院選挙とあわせて、戦後初の衆参

議院同時選挙が行われます。

投祭日は六月二十二日です。

今回の選挙は、今後の日本の政治

を大きく左右するたいせつな選挙で

す。一人の棄極もないよう投票しま

しょう。

記
載
さ
れ
て
い
る
人

※
な
お
、
2
月
2
9
Ｈ
以
降
住
所
変
更
き

投
　
票
　
所
　
と

れ
た
方
は
、
前
住
所
地
で
投
票
し
て

下
さ
い
。

※
5
月
2
4
日
以
降
、
町
内
転
居
さ
れ
た

万
は
、
転
居
前
の
住
所
（
投
票
所
）

で
投
票
し
て
下
さ
い
。

第

5

投

票

所

会
場
変
更

水
巻
町
選
挙
管
理
蚕
畠
会
で
は
、
前

回
ま
で
使
用
し
て
い
ま
し
た
第
5
投
票

所
の
会
場
を
次
の
と
お
り
変
更
し
ま
す

第
三
保
育
園
↓

水
巻
中
学
校
講
堂

地

　

区

3
－
－
＿
■
ｌ
ｌ
≡
＿
■
ご
≡
■
■
≡
一
ｌ
■
■
≡
一
ｌ
■
■
≡
－
－
■
■
≡
1
－
■
■
≡
ｌ
Ｉ
ｔ
■

今
回
の
選
挙
で

投
票
で
き
る
人

。
年
齢
　
昭
和
3
5
年
6
月
2
3
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
人

。
任
所
昭
和
5
5
年
2
月
2
8
日
ま
で
に
転
入
届

を
し
、
引
き
続
き
住
民
基
本
台
帳
に

第 第 第 第 第 第 第 授
5

授
感
授
譲歩
授

ｌ噂

牧
ｉ哺

授
増
授
蘭

投
函

通好
ノＪく

カて所 4く所 ′Ｊぐ所
4悍
所 ユづく所

カで
所

カく
㍉斤

区

講 猪 高
ヽ
満 水 町 身 第 誹伊

授
1柁 松 巻 民

会

堕 2 左

小
団
地
簗

小 者
セ福

ン祉

保

育

座

小
ｉ吋
ノリマ

戸

堂 校
云
所

‘1‾‘
登 校 飴

夕
】

1

所
ｒ
堂 綾

所

樋 梅 古 高　 崎 」ｋｌニコ
畜 下　 ∴二　 立

地

［ズ

ｌｌ ノ
本
輿 尾　 未
聞　 ’

印 Ｌｌ1 ‘二　 町　 包主

’ 作　 敷
猪 ［雪 新

′・・

旭　 松

11、1． Ｊニ 」一

千　 言 サ

輿

猪
熊

高
松
堕

生
街

」・ｌｌ

米
華

み

緑
風
Ｉ輿

鮒

Ｆヨ
1、日
間
興

＿　 野
町　 間　 左
住　 柱　 頭
’ 宅　 ’

囲 ぎ

堕 偽 11 ま ＝ 台 住　 サ　 ず
八 夷 田

む
浴
用 梅 苑 地 1　 用

か
の
地 ノ
木 棋 美 イ

人　 二　 地
ｉｌ二　 ユ　 ’

ノムヽ11 寸 ワ 】
地 野 ゼ 姥　 ダ　 ー；

ネｔ 聞 町 ウ
ｌズ 施 住 ン

捜
索
白
に
旅
行
や
入
院
な
ど
で
投
窮

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
次
の
よ
う
な

場
合
は
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

㈱
投
票
日
に
町
外
で
職
務
ま
た
は
業
務

に
従
事
す
る
人

⑧
投
票
日
に
や
む
を
得
な
い
用
務
ま
た

は
事
故
で
町
外
に
旅
申
、
滞
在
中
の

人
⑨
疾
病
、
食
傷
、
老
衰
、
妊
娠
、
不
具

産
樽
の
た
め
歩
行
で
き
な
い
人
、
ま

た
は
指
定
さ
れ
た
病
院
な
ど
に
入
院

中
な
ど
の
人

④
交
通
困
難
な
島
な
ど
に
滞
在
中
か
職

務
に
従
事
中
の
人

不
在
者
投
票
の

期
間
及
び
場
所

◎
期
　
聞

衆
議
院
議
員
選
挙
　
6
月
2
1
日
ま
で

国
民
審
査
　
　
　
　
6
月
1
2
日
∵
（
6

月
2
1
日
ま
で

参
議
院
議
員
選
挙
　
6
月
2
1
日
ま
で

時
間
は
い
づ
れ
も
午
的
8
時
3
0
分
か

ら
年
後
5
時
ま
で

◎
場
　
所

役
場
東
別
館
第
一
会
議
室
（
選
挙
管

理
蚕
民
会
事
務
局
）

◎
も
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑

棄権を　し　な　いで全員投票　し　ま　し　ょ　う

軌
言
Ｊ
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衆　議　院　議

最高裁判所裁
貞議院議参

投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
、
ハ
ガ
キ
で
各
家

庭
に
郵
送
し
ま
す
。
一
枚
の
ハ
ガ
キ
に

同
居
の
有
権
者
を
四
人
ま
で
記
入
し
て

い
ま
す
。
投
票
所
に
行
く
時
は
切
取
線

に
そ
っ
て
自
分
の
入
場
券
だ
け
を
切
り

取
っ
て
持
参
く
だ
さ
い
。

入
場
券
は
各
家
庭
に
6
月
1
8
日
ま
で

投
票
は
候
補
者

を
忘
れ
ザ
に

に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
投
票
の
資
格
が

あ
っ
て
入
場
券
が
届
か
な
い
人
は
、
町

選

管

（

督

2

0

1

・

4

3

2

1

）

に

問

い
合
せ
下
さ
い
。

ま
た
、
入
場
券
を
な
く
し
た
方
も
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
持
参
の
上

投
票
所
に
申
し
出
て
下
さ
い
。

の

最
初
に
衆
議
院
議
員
選
挙
と
国
民
審

査
の
投
票
用
紙
を
同
時
に
交
付
し
ま
す

こ
の
投
票
を
す
ま
せ
て
、
参
議
院
地

方
区
を
投
票
し
、
最
後
に
参
議
院
の
全

国
区
を
投
棄
し
ま
す
。
投
票
用
紙
は
四

枚
と
も
色
分
け
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、

氏

名

だ

け

を

候
補
者
の
氏
名
以
外
の
こ
と
を
書
く

と
無
効
票
に
な
り
ま
す
の
で
、
候
補
者

の
氏
名
以
外
は
絶
対
に
記
載
し
な
い
で

下
さ
い
。

代

　

理

　

投

　

票

身
体
が
わ
ろ
く
て
字
が
書
け
な
い
人

文
盲
で
字
が
書
け
な
い
人
、
盲
人
で
点

字
器
を
使
え
な
い
人
の
た
め
に
代
理
投

票
制
度
が
あ
り
ま
す
。
投
票
所
で
係
に

ま
　
つ
　
き
　
ｈ
〓
ノ
と

代
理
投
票
と
言
い
ま
す
と
、
本
人
に
代

わ
っ
て
投
票
用
紙
に
記
載
し
ま
す
。

あ
な
た
が
だ
れ
に
投
票
し
た
か
の
秘

密
は
絶
対
に
守
ら
れ
ま
す
。

点

　

字

　

投

　

票

盲
人
の
万
は
点
字
投
票
が
で
き
ま
す

投
票
所
で
　
〝
点
字
投
票
ダ
と
言
っ
て
下

さ
い
。
点
字
器
は
投
票
所
に
用
意
し
て

い
ま
す
。

「

．

－

．

●

1

1

　

●

一

1

．

1

．

．

■

－

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

一

は

　

が

　

す

一

ｌ

 

Ｉ

－

　

　

　

　

　

　

　

1

一

治

た

で

一

日

　

　

な

　

役

　

目

「

ｌ

1

．

－

．

－

．

1

－

1

間
違
い
な
い
よ
う
に
ご
注
意
下
さ
い
。

投
票
順

①
衆
議
院
議
員
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

㊥
参
議
院
議
員
選
挙
　
地
方
区

㊥
　
　
　
ヶ
　
　
　
　
全
国
区

6
月
2
3
日
に
開
票

6
月
2
3
日
に
、
衆
・
参
議
院
選
挙
の

開
票
を
行
い
ま
す
。
つ
き
ま
し
て
は
、

大
半
の
職
員
が
開
票
事
務
に
従

事
し
ま
す
の
で
、
お
急
ぎ
の
用

件
は
早
め
に
す
ま
せ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

青
　
少
　
年
　
の

「玄海青年の家、少年自然の家」

今
後
の
行
事
日
程

北
九
州
市
立
玄
海
青
年
の
家

（
頓
田
貯
水
池
）
、
県
立
少
年

自
然
の
家
「
玄
海
の
家
」
　
（
玄

海
町
神
湊
）
　
で
は
、
小
学
生
か

ら
青
年
ま
で
が
集
団
宿
泊
生
活

を
通
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ひ
と
り
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
直
接
会
場
の
方
へ
申
込

み
下
さ
い
。

た
　
め
　
に
一
泊
　
研
　
修
　
を

玄
海
青
年
の
家
　
　
　
　
　
　
　
少
年
自
然
の
家

（

晋

7

4

1

・

2

8

0

1

）

　

　

　

（

晋

0

9

4

・

6

2

・

2

5

1

1

）

18歳 中学生 リー ダ 指　　 導　　 者

事

業

名

以上 以　上 育　 成 認 定 講 習 会

青
春
賓

人

青
年

理
論
フ
寸
ソ

の
ふ
れ

の

つ

団
体
譲受

と
実
†室

ｊ
ク
濱 ア

グ

鵡ゲ
あ
い
ど

い

成
嘩

講
塵

ノ
嫌 ス

】
塵 ム

3 12 2　 11 1 10 6
期月 ＩＪ 日　 月 り ｒｌ Ｊｉ

14
日
20
ｌｉ
14 15
Ｆｌ ｆｌ

1 30
2 日
24
日
27
ＬＩ

ｌ
15
1
2】 15 16

Ｈ
ｌ

1
26 29 ｒｌ

ｆｒ Ｈ ｌｌ ｌｌ Ｆｉ Ｈ 日

′・中小
とＴ資学

イ‘中′†：
と八・1

ｒ中小
とノ㌢掌

子中′と
と学学
親 3 3

。昌 宗

旨　3

対

臓 3 了‾ ｒ－1－4線 3 1 廠 3 1
年年
の 1

年年
の ｌ

年年
の ＼

年率
の 1

す・
毒 年 老

創 嫁… 秋 海 ．少
事璧 し 親 の 主兵 年

沼
は 動

し1
誓 禦

し白
む 警

逆
の ぴ

つ

野

の 外
ー舌

業

ノ
ど

Ｌｌ

ブぴ

ど

もヽ

‾つ に
ど

い

ど
い

‾つ 7
ど動

しヽ

名

2 1 2 10 8 1 1
期月 月 月 ‖ 月

1 4
1

写0 18 1 6
1

8
日

［
ｌ

Ｈ
ｌ

Ｈ
ｌ

ｒ
ｌ ＼

日1 5 2 1 19 1 7 9
‖ ＝ 日 日 日

こ
こ
に
、
え
ぶ
り
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
員
が
玄
海
少
年
の
家
に
一
泊
研
修

し
た
際
、
研
修
の
日
を
楽
し
み
に
し
て

い
た
率
直
な
作
文
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

「
合
宿
し
て
」

机
小
学
校
　
醇
　
　
政
隆

ぼ
く
は
、
合
宿
す
る
一
カ
月
前
に
、

早
く
三
月
二
十
九
日
に
な
ら
な
い
か
な

あ
と
、
毎
日
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

二
カ
月
前
か
ら
、
一
日
が
二
日
あ
る

み
た
い
に
と
っ
て
も
な
が
く
感
じ
た
。

二
十
七
日
ご
ろ
に
、
お
菓
子
を
買
っ

て
、
二
十
八
日
に
、
持
っ
て
い
く
物
を

全
部
い
れ
て
、
げ
ん
か
ん
に
置
い
て
い

ま
し
た
。

そ
の
夜
ぐ
っ
す
り
ね
ま
し
た
が
、
朝

六
時
に
目
が
、
覚
め
て
い
ま
し
た
。

ふ
と
ん
の
中
で
、
ず
っ
と
ま
っ
て
い

ま
し
た
が
、
い
く
ら
ま
っ
て
も
、
時
計

が
、
す
す
ま
な
い
み
た
い
な
の
で
、
朝

七
時
に
起
き
て
、
合
宿
に
行
く
用
意
を

し
ま
し
た
。

八
時
十
五
分
位
に
、
公
民
館
に
行
っ

て
、
公
民
館
の
中
で
、
み
ん
な
が
く
る

の
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

み
ん
な
が
そ
ろ
っ
た
の
は
、
九
時
十

五
分
位
で
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
公
民
館
を
玄
海
少
年
自

然
の
家
へ
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。

あ　な　た　の　一票　を　国政に生か　し　ま　し　ょ　う



醐Ⅲ　昭和55年6月10日　…Ⅲ…冊Ⅲ冊Ⅲ胴冊ⅢⅢⅢ冊冊

六
月
一
日
初
夏
を
思
わ
せ
る
好
天
に
恵
ま
れ
た
日
曜
日
、
町
民
体
育
競

技
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、
剣
道
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
、
軟
式
庭
球
の
五
種
目
が
各
会
場
に
分
か
れ
て
、
熱
戦
が
く

り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
各
会
場
と
も
、
家
族
の
万
の
声
援
を
背
に
し
て

元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
、
各
選
手
と
も
さ
わ
や
か
な
汗
を

か
い
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

閃
軟
式
庭
球
】

一
般
男
子

優
　
勝
　
飯
星
・
槍
田
組

準
優
勝
　
小
川
・
樋
高
組

一
般
女
子

優
　
勝
　
出
光
・
大
林
組

準
優
勝

。
中
学
男
子

優
　
勝

準
優
勝

。
中
学
女
子

優
　
勝

準
優
勝

遠
藤
・
橋
本
組

岡
田
・
矢
野
組

佐
藤
・
森
山
組

片
岡
・
古
海
組

大
石
・
多
田
組

閃
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
】

一
般
女
子

優
　
勝
　
下
一

準
優
勝
　
上
一

中
高
生
女
子

優
　
勝み
ず
ほ
団
地

準
優
勝
　
吉
田
一

一
般
女
子
の
参
加

十
七
チ
ー
ム
は
、
こ

れ
ま
で
の
最
多
記
録

で
し
た
。

悶
剣
　
　
道
凶

㊥
団
体優
　
勝
　
吉
田
校
区

準
優
勝
　
伊
左
座
校
区

㊥
個
人

。
中
学
1
年

優
　
勝

準
優
勝

。
中
学
2
年

優
　
勝

準
優
勝

。
中
学
3
年

ノ
優
　
勝

準
優
勝ヰ

新
洞
亨
三
（
吉
田
三
）

永
田
利
光
（
美
吉
野
）

国
式
意
智
（
み
ず
ほ
）

伊
東
智
延
（
吉
田
三
）

顧
林
清
隆
（
猪
熊
）

馬
場
朋
宏
（
み
ず
ほ
）

一
般
女
子

優
　
勝

準
優
勝

三
段
以
下

優
　
勝

準
優
勝

三
段
以
下

一
優
　
勝

・
準
優
勝

四
段
以
上

優
　
勝

準
優
勝

四
段
以
上

優
　
勝

準
優
勝

小
田
多
賀
子
（
机
）

副
田
よ
し
え
（
吉
田
二
）

（
2
9
歳
以
下
）

羽
田
野
繁
（
机
）

中
尾
治
実
（
吉
田
）

（
3
0
歳
以
上
）

八
尋
慶
二
　
（
猪
熊
）

川
畑
夢
二
．
（
猪
熊
）

（
3
9
歳
以
下
）

雲
田
信
幸
（
吉
田
二
）

清
水
明
徳
（
頃
末
）

（
4
0
歳
以
上
）

江
島
秀
樹

小
倉
康
美

国民年金の特例納付は6月30日まで、くわしいことは年金係まで
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悶
卓
　
球
辿

。
一
般
男
子

シ
ン
グ
ル

優
　
勝
　
前
田
洋
二

準
優
勝
　
滝
北
久
敏

ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝吉
永
・
田
中
組

準
優
勝安
藤
・
山
田
組

。
一
般
女
子

シ
ン
グ
ル

優
　
勝
　
宮
本
美
江

準
優
勝
川
崎
ま
り
子

。
中
学
男
子

優
　
勝
　
瀬
口
　
忍

準
優
勝
　
才
津
久
和

。
中
学
女
子

優
　
勝
　
磯
野
か
お
り

準
優
勝
　
真
鍋
奈
見
江

閃
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

一
般
男
子

ダ
ブ
ル
ス

優
　
勝
　
村
上
・
森
田
組

準
優
勝
　
西
尾
・
内
海
組

シ
ン
グ
ル

優
　
勝
　
時
枝
秀
年
（
頃
末
〕

準
優
勝
　
竹
内
　
稔
（
頃
末
）

一
般
女
子

優
　
勝
　
中
村
・
下
釜
紐

準
優
勝
　
守
口
・
遠
坂
組

ジ

ュ

ニ

ア

優
　
勝
　
永
峯
・
竺
原
組

準
優
勝
　
木
村
・
末
次
組

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ
ー
グ
戦

（
優
勝
の
古
賀
チ
ー
ム
）

今
年
も
マ
マ
き
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
リ

ー
グ
大
会
（
春
期
）
が
、
五
月
六
日
か

ら
三
十
日
ま
で
、
夜
七
時
か
ら
三
会
場

に
分
か
れ
て
、
廷
五
十
一
試
合
熱
戦
が

く
り
ひ
ろ
け
ら
れ
ま
し
た
。

家
事
の
合
い
間
に
練
習
を
し
、
ま
た

試
合
と
い
っ
た
具
合
で
、
家
族
の
人
た
・

ち
に
迷
惑
を
か
け
る
と
い
・
γ
こ
と
で
、

当
初
は
敬
遠
し
が
ち
で
し
た
。
し
か
し

今
は
、
が
お
母
さ
ん
も
運
動
を
し
、
い

つ
ま
で
も
健
康
で
、
若
く
、
美
し
く
″

と
い
う
お
父
さ
ん
、
子
供
た
ち
の
理
解

に
支
え
ら
れ
、
マ
マ
さ
ん
も
元
気
い
っ

ぱ
い
の
プ
レ
ー
。

・
こ
の
試
合
で
も
、
随
所
に
日
頃
の
練

習
の
成
果
が
み
ら
れ
、
見
ご
た
え
の
あ

る
試
合
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
大
会
で
入
替
戦
が
行
わ

れ
、
二
部
の
吉
田
団
地
、
猪
熊
ク
ラ
ブ

が
一
部
に
昇
格
し
、
下
二
町
任
、
と
不

参
加
の
み
ず
ほ
が
二
部
と
な
り
ま
し
た

大
会
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

④
1
部
（
順
位
）

①
す
　
貿
　
　
5
勝
1
敗

㊥
上
　
二
　
　
4
勝
2
敗

㊥
頃
　
末
　
　
4
勝
2
敗

④
下
　
二
　
　
3
勝
3
敗

⑤
猪
　
熊
　
　
3
勝
2
敗

⑥
吉
　
田
　
　
2
勝
四
敗

㊦
下
二
町
住
　
0
勝
6
敗

㊥
2
部
（
順
位
）

①
吉
田
団
地
　
6
勝
1
敗

㊤
猪
諷
タ
1
1
ｄ
ｑ
勝
1
敗

㊥
ふ
た
ば

④
い
さ
ざ

⑤
入
江
興
産

⑥
吉
田
三

㊦
吉
田
一

⑧
朝
鮮
総
連

3

勝

4

敗

2

勝

4

敗

2
勝
5
敗

2
勝
5
敗

1
勝
6
敗

早めに児童手当0現況届の提出を　くわしくは社会課まで
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梅　雨　が　　き　　た

～万全な備え　を　～
ｔｈｔｌｔｔｌｈｔ－ｈｔｌヽ．ｔ．．ｌｈ．1－．．ｌ．1

5年前の鉱害復旧前の遠信本店前県道

水害等による緊急避難場所

区　　　 名
避　　 難　　 場　　 所

第　 1　 避　 難 第　 2　 避　 難

立　 屋　 敷 公　　 民　 館 伊 左座 小学 校

伊　 左　 座
ク

みずほ団地 ケ Ｊシ

八斬神杜 ・信行寺 〃

二　 町　 件、八軒神社 ・公民廠 ケ

株　 住　 宅．伊 左 塵 小学校 ク

下　　　 二 公　　 民　　 館

Ｆ∴ 町 住 ケ ケ

入 ｉｌ二興 産 人 と1二興 産社 宅 ケ

吉 田 団 地 集　　 会　　 場 吉 日】小 学 校

吉　 田　 －・公　　 民　　 館 ケ

吉　 田　 二
貴船神社 ・妙楽寺

第 2 保 育所
〃

吉　 田　 三 河守神社 ・公民館 ナ

美音好団地 － －
噴　 末　 南

頃 末 小 学 校
噴末 ・ｆ八・水中

の各学校頃　 未　 北

机 机‘小　 学　 授 ｆ八　 小　 学　 校

古　　　 賀 公　　 民　　 館 〃

新　 生　 街 水 巻 中 等∴校 水 巻 中 学 校

樋　　　 口 公　　 民　　 館 猪 熊 小 学 校

楕　　　 能 贋鬼神杜 ・公民館 獅 旨′ト 塔兇神社

猪 熊 町 住 公　　 民　　 館 猪 熊 ′ト 学 校

捜 日 向 地 境 木 小 学 校 頃 末 小 学 校

机　 社　 宅
公　　 民　　 館

宮 ノ下社宅

古　 賀　 区 古艶区供用施設 水 巻 中 学 校

椿 ノ 木 ｌズ 第 1 集 会 所

梅 ノ木団地 水巻中央幼稚周

高 松 団 地 －

高 尾 団 地
ー ー

お か の有 － －

第1遵軌ま部分的災害を悪定した瑚合で堰くの
公共施設等に“一時収容する。
第2避難は非常事態が発生し∴遺骨川堤防溢水
決壊等最悪の堀金。

今
年
も
梅
雨
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
が
、
あ
な
た
の
水

害
に
対
す
る
備
え
は
も
う
で
き
て
い
ま
す
か
。

町
で
は
、
こ
の
梅
雨
時
期
の
水
害
を
防
ぎ
、
ま
た
住
民

の
被
害
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
各
関
係
機
関
が
集

っ
た
「
水
巻
町
水
防
協
議
会
」
を
五
月
三
十
日
開
催
し
、

水
防
対
策
を
検
討
し
た
結
果
、
水
防
計
画
を
次
の
と
お
り

ま
と
め
ま
し
た
。

避難場所等の

ぜひ確認を

町
水
防
協
議
会
で
は

町
内
の
靂
要
水
防
区
域

及
び
危
険
個
所
を
別
表

の
よ
う
に
指
定
す
る
と

と
も
に
、
災
害
に
あ
っ

た
と
き
の
た
め
に
緊
急

避
難
場
所
を
指
定
し
ま

す
。
各
家
庭
で
も
万
一

の
災
害
に
備
え
て
十
分

注
意
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
非
常
事
闇
に

は
次
の
と
お
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

七
月
上
旬
に
局
地
的
な
大
雨

福
岡
管
区
気
象
台
が
五
月
二
十
日
、

九
州
北
部
の
六
月
か
ら
向
こ
う
三
か
月

の
長
期
予
報
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
梅
雨
入
り
は

例
年
よ
り
や
や
早
く
な
り
、
六
月
上
旬

に
は
梅
雨
前
線
が
九
州
南
岸
に
接
近
し

中
旬
以
降
活
発
に
な
っ
て
く
る
で
し
ょ

ぅ
。
七
月
上
旬
に
は
、
局
地
的
な
大
雨

の
恐
れ
が
あ
り
、
梅
雨
明
け
は
、
平
年

よ
り
や
や
遅
く
な
り
そ
う
で
す
。
八
月

は
、
太
平
洋
高
気
圧
に
お
お
わ
れ
て
暑

く
な
り
ま
す
が
、
一
時
寒
冷
前
線
の
影

響
で
、
に
わ
か
雨
が
降
り
や
す
い
で
し

ょ
ナ
つ
。
く
わ
し
い
予
報
は

芦
屋
基
地
予
報
官
へ

脅

0

9

3

・

2

3

，

0

9

8

1

水防信号表
、這 ＼考 分

サ イ レ ン信 号 説　　　　 明

第 1 信 号 警戒水位に達した場合は広報車で
連結して回ります。

第 2 信 号 約5秒　 約6秒　 約5秒　 約6 秒
消防団月が全員出動

ＣＪ一休止　 （、．ｒ一休止 すべき事を知らせる

．場合

第 3 信 号
約10秒　 約5秒　 約10秒　 約5秒

水防哲理団体の区域
内に居住する者が水

．、、－休止　 （〕－休止
防の応援のために出
動すべき事を知らせ
るもの

第 4 信 号 約1分　　 5秒　　 約1分 必要と認める区域内

（1 －妹止　　 し二・一 の賠佳肴に避難すべ
き事を知らせるもの

重要水防河川区域及び危険個所

河　 川　 名 箇　　　　 所　　　　 別 予想 される危険

イ 堀　　　　 川 吉 田ノ一 ・二 ・三 一帯　 7 00ｍ 溢　　　　 水

ロ 確　 漢　 川 吉 田ノ二 （本 村、滑石、御輪地）一帯 3 0 0ｍ 溢水及 び埋没

Ｉヽ 赤　 水　 川 噴未東町附近 一一滞 1 00ｍ 溢　　　　 水

山　 田　 川 頃末先園 から中組一帯　 2 00ｍ ノケ

ホ ・ 鯉　 口　 川 鯉口区一帯 10 0ｍ 〃

へ 大　 平　 川 旧中央区鹿 児島本線 ぞい一帯　 5 00ｍ 〃

地 ｌ東　 名 箇　　　　　 所　　　　　 別

1 吉田 ノ∴ 本村 本 1一組山裾

2 吉 田 ノ三 車返 折尾高校下山裾、河守神社翻朝一・音

3 鯉　　 口　　 区 鯉【＿区虫、みよしの囲地下、鉄道ぞい－一昔

4 噴　　　　　 未 火 1 山裾一帯　　　　　　　　　　　　　 ｌ

5 †八 旧目炭 八寄宿跡西側

6 嘲　　　　　 未 明神 ヶ辻山裾－・祥

7 噴未（帆船搾 り口）ベ ントナイト採取跡

8 新　　 生　　 衝 山ノ神、新生榛東目上・薪

9 樋　　　　 「ｌ 樋日、赤水、卯月地区山裾一帯、大字古賀字是谷

宅
地
防
災
工
事

資
金
の
貸
付

㊥
申
込
受
付
期
間

年
中
い
つ
で
も
結
構
で
す
。

㊥
申
込
受
付
機
関

最
寄
り
の
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
公
庫
詳
し

い
こ
と
は
公
庫
福
岡
支
所
（
奮
0
9

2

・

7

1

2

・

5

5

5

5

）

ま

で

小さな人権　みんなで広げる　平和の輪　　水中3年　有安みき

オ
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雨
が
あ
っ
た
と
き
と
か
、

大
き
な
地
震
が
発
生
し
た

と
き
な
ど
に
は
、
崩
壊
防

止
施
設
が
あ
っ
て
も
崩
壊
の
危
険
が
予
　
全
で
す
。

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
避
難
す
る
の
が
安

長
雨
、
強
い
雨
、
地
痩

後
の
雨
な
ど
の
日
は
、
い

つ
で
も
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
準
備
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。
崩
壊
防
止
工

事
に
よ
っ
て
で

き
た
土
樽
擁
壁

法
面
保
護
工
、

排
水
施
設
等
の

崩
壊
防
止
施
設

は
、
降
雨
や
地

質
等
の
自
然
の

力
に
対
し
て
は

了
晋
の
苛
を

錮
棉
担
ｌ

墟

司

召

月

甘

イ

曾
且
惟
骨
仲
仕
ｌ
Ｉ

習

ｒ

か

し

自
然
の
力
は
時

と
し
て
想
像
で

き
な
い
ほ
ど
大

き
く
働
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
異
常
な
集
中
豪

二一三≒彗
ノｌも．ヒ

工萎

簡

単

な

防

災

措

置

を

が
け
の
周
辺
を
見
廻
り
、
次
の
よ
う
　
。
不
安
定
な
土
塊
を
切
り
と
る

な
こ
と
を
早
目
に
行
い
ま
し
ょ
う
　
　
。
木
や
板
の
棚
や
石
積
を
す
る

。
水
路
を
掃
除
す
る
　
　
　
　
　
　
　
。
ビ
ニ
ー
ル
等
で
が
け
を
覆
い
雨
水
の

。
雨
水
な
ど
が
け
に
流
さ
な
い
よ
う
に
　
　
浸
透
を
防
ぐ

水
路
を
作
る

。
風
で
地
盤
を
ゆ
き
ぶ
る
大
木
を
切
る

。
構
造
物
の
異
常
は
修
理
補
強
す
る

幼
稚
園
奨
励
補
助

ノ

し

水
巻
町
で
は
、
幼
稚
園
教
育
の
普
及

と
充
実
を
図
る
た
め
、
私
立
幼
稚
幽
奨

励
補
助
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

対
象
者
は
、
水
巻
町
内
に
居
住
し
、

私
立
幼
稚
園
に
児
童
を
通
園
さ
せ
て
い

る
保
護
者
の
か
た
で
す
。

補
助
金
の
額
は
、
昭
和
五
十
五
年
度

の
町
民
税
の
街
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

な
お
㈲
和
五
十
五
年
一
月
一
日
以
降

水
巻
町
に
転
入
さ
れ
た
方
は
、
必
ず
転

人
前
の
市
町
村
か
ら
昭
和
五
十
五
年
度

課
税
観
証
明
酋
（
均
等
割
、
所
得
割
の

金
観
が
明
記
し
て
あ
る
も
の
）
を
取
り

よ
せ
て
添
付
し
て
下
さ
い
。

串
詣
番
は
、
各
幼
稚
園
ま
た
は
町
教

育
委
員
会
に
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に

提
出
下
き
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
町
教
育
委
員
会
（

曾

2

0

1

・

0

4

0

3

）

ま

で

就
学
奨
励
援
助
補
助

水
巻
町
で
は
、
町
内
の
小
中
学
校
に

在
学
し
て
い
る
生
徒
で
、
経
済
的
な
理

由
に
よ
り
就
学
困
難
な
者
に
対
し
、
奨

学
援
助
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
の
対
象
者
は
、
生
活
保
護

法
に
よ
り
教
育
扶
助
の
支
給
を
受
け
て

人
権
に
つ
い
て

い
な
い
者
、
生
活
保
護
法
に
規
定
す
る

要
保
護
者
に
準
じ
る
程
度
に
困
窮
し
て

い
る
者
、
ま
た
は
特
に
補
助
の
必
要
が

あ
る
と
諷
め
ら
れ
る
者
で
す
。

申
請
香
は
教
育
委
員
会
に
あ
り
ま
す

く
わ
し
い
こ
と
は
教
育
委
員
会
ま
で

の
相
談
は

人
権
擁
護
委
員
に

今
年
は
、
人
権
擁
護
委
員
制
度
が
制

定
さ
れ
て
三
十
二
年
に
な
り
ま
す
。

人
様
擁
護
委
員
は
市
町
村
長
の
推
せ

ん
に
よ
り
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
、

住
民
の
人
権
が
侵
さ
れ
な
い
よ
う
常
に

監
視
し
、
も
し
人
権
侵
害
が
あ
っ
た
場

合
は
、
そ
の
相
談
相
手
に
な
り
、
そ
の

侵
犯
を
排
除
し
て
救
済
し
、
ま
た
は
人

柿
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
ま
す
。

人
権
に
か
か
わ
る
こ
と
や
、
家
庭
内

の
問
題
、
近
隣
関
係
の
も
め
ご
と
等
ど

の
よ
う
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら
気

軽
に
人
権
擁
護
委
員
に
御
相
談
下
さ
い

相
談
は
無
料
で
、
む
ず
か
し
い
手
続

も
必
要
で
な
く
秘
密
も
守
ら
れ
ま
す
。

町
内
の
人
権
擁
護
委
員
は
次
の
方
で

す
。

（
敬
称
略
）

．
細
形
工
下
∴
書
2
0
2
．

〇

5

2

0

岡
　
隆
一
．
　
猪
鰯
　
曾
2
0
1
・

5

4

8

1

ユ

柴
田
静
寮
　
　
机
　
　
曾
2
0
1
・

3
3
2
9

青
少
年
非
行
防
止
・
暴
走

行
為
防
止
運
動
標
語
募
集

現
在
、
背
少
年
の
非
行
と
、
暴
走
行

為
が
重
大
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る

な
か
で
、
こ
の
反
社
会
的
行
為
を
水
巻

町
か
ら
追
放
す
る
た
め
、
情
宣
資
料
と

し
て
梗
語
を
広
く
町
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
募
鎌
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
　
水
巻
町
内
に
居
住
し
、

ま
た
は
勤
務
し
て
い
る
一
般
社
会
人

▼
応
募
点
数
　
1
人
5
点
以
内

▼
応
募
し
め
切
り
　
7
月
1
5
日
ま
で

▼
応
募
先
　
町
教
育
委
員
会

▼
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
、
封
密
に
て
郵
送
す
る
か
直

接
提
出
し
て
下
き
い
、
任
所
、
氏
名

電
話
番
号
、
年
令
を
明
記
す
る
こ
と

▼
入
賞
作
品

特
選
－
1
締
、
秀
逸
－
5
樹

佳
作
－
1
0
編

～

窓

口

学

習

～

婚
姻
す
る
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ

と
が
必
要
で
す
。

①
ふ
た
り
に
婚
姻
す
る
意
思
が
あ
る

こ
と

㊥
男
性
は
蒲
1
8
歳
、
女
性
は
滞
1
6
歳

に
達
し
て
い
る

㊥
配
偶
者
の
な
い
こ
と
（
重
婚
禁
止
）

④
女
性
の
再
婚
は
、
6
ケ
月
の
待
婚

期
間
が
あ
り
ま
す
の
で
、
6
ケ
月

を
経
過
し
な
い
と
婚
姻
で
き
ま
せ

ん
。

⑨
近
親
者
間
（
直
系
血
族
ま
た
は
3

親
等
内
の
傍
系
血
族
相
互
間
、
直

系
姻
族
相
互
間
な
ど
）
の
婚
姻
は

で
き
ま
せ
ん
。

㊥
未
成
年
者
の
婚
姻
の
場
合
は
、
父

母
の
同
意
寮
が
い
り
ま
す
。
な
お

同
意
は
届
書
の
そ
の
他
の
欄
に
署

名
、
捺
印
さ
れ
て
も
か
ま
い
ま
せ

ん
。

いっしょ、に歩こう　いっしょに走ろう　なんでもいっしょだ　友達だ
机小五年　山本哲生
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三
種
混
合
の
追
加

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ヤ
、
百
日
咳

破
傷
風
）
を
規
定
ど
お
り
す
ま
さ
れ
て

な
い
幼
児
は
、
追
加
日
に
お
忘
な
く
接

種
下
さ
い
。

▼
追
加
日
　
6
月
2
7
日
　
1
4
時
～
1
5
時

▼
場
　
所
　
町
民
会
館

薬
物
に
よ
る
野
犬
狩
り

ー
梅
ノ
木
団
地
一
帯
－

犬
が
人
を
か
ん
だ
り
、
ご
み
箱
を
あ

き
っ
た
り
、
町
内
で
も
い
ろ
い
ろ
な
問

題
を
お
こ
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
左
記
の
と
お
り
梅
ノ
木
団

地
、
古
賀
区
、
新
生
街
一
帯
の
野
犬
狩

り
を
行
い
ま
す
。

飼
い
犬
は
、
は
な
さ
な
い
よ
う
に
し

子
供
た
ち
は
薬
物
に
近
づ
け
な
い
よ
う

に
注
意
し
て
下
さ
い
。
な
お
、
毒
餌
の

仕
掛
け
た
場
所
に
は
、
黄
色
い
旗
を
立

て
て
お
り
ま
す
。

実
施
期
間
　
6
月
1
3
日
午
前
6
時
～

1
4
日
午
後
7
時
ま
で

ｔ′1．．′′′′′4－－′′”′一ｒＪ－””′ｊｔｒＪ－′′′′′〃－一ｔｒ′′′′′－4．▼′′・

ｌ

老
人
医
療
証
・
障
害
医
療
証
と
も

6
月
3
0
日
ま
で
で
期
限
が
切
れ
ま
す

手
続
を
し
な
い
と
、
7
月
1
日
か

ら
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
左

記
の
日
程
で
切
替
を
し
ま
す
の
で
、

手
続
下
さ
い
。

⑳
老
人
医
療
証
の
切
替

戦
傷
病
者
等
の
妻
に

対
す
る
特
別
給
付
金

の
請
求
が
時
効
に

戦
傷
病
妻
特
別
給
（
ろ
号
）
の
受
給

権
を
取
得
し
、
昭
和
5
2
年
7
月
1
4
日
に

お
い
て
傷
病
恩
給
等
受
給
中
の
戦
傷
病

等
の
妻
に
対
す
る
す
る
権
利
が
、
今
年

の
7
月
1
4
日
を
も
っ
て
時
効
に
な
り
ま

す
。右
該
当
さ
れ
る
か
た
は
、
早
目
に
役

場
民
生
係
に
請
求
く
だ
さ
い
。

な
お
、
受
給
額
は
次
の
と
お
り
で
す

。
増
加
恩
給
、
障
害
年
金
等
1
款
症
以

上
・
＝
3
0
万
円

。
傷
病
年
金
、
障
害
年
金
等
2
款
症
～

5
款
症
…
1
5
万
円

職
業
訓
練
指
導
員
試
験

▼
職
種
　
建
築
科
、
溶
接
科
、
左
官
科

和
裁
科
な
ど
1
2
科
目

申
込
み
及
び
試
験
目
に
つ
い
て
は
各

科
目
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
の
で
、
受

験
案
内
を
左
記
に
請
求
下
さ
い
。

■

1

　

－

　

、

、

1

、

、

・

1

　

－

　

1

1

1

1

、

　

－

　

1

1

1

1

1

　

－

　

　

－

　

1

1

ト

1

1

1

　

－

　

　

－

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ｌ

ｌ

’

ヽ

福
岡
県
労
働
部
職
業
訓
練
謀
1
福
岡

市
天
神
1
丁
目
1
番
1
号
（
蟹
7
4
1

・
5
9
4
0
〕

消
防
設
備
士
試
験
と

準
備
講
習
会

消
防
設
備
士
試
験

▼
試
験
日
　
8
月
3
日

▼
場
　
所
　
北
九
州
大
学

▼
受
付
期
間
及
び
場
所

6
月
2
3
日
～
2
4
日
、
北
九
州
市
消
防

局準
備
講
習
会

▼
講
習
日
　
7
月
2
9
日
・
3
0
日

▼
場
　
所
　
中
間
市
中
央
公
民
館

▼
受
付
期
間
及
び
場
所

6
月
2
5
日
～
7
月
1
0
日
　
遠
賀
郡
消

防
本
部

く
わ
し
い
こ
と
は
郡
消
防
本
部
（
晋

0

9

3

2

9

・

3

・

1

2

3

1

）

ま

で

卓
球
教
室
会
員
募
集

▼
練
習
日
　
毎
週
水
・
金
曜
日

1

8

時

3

0

分

～

2

1

時

▼
会
　
場
　
勤
労
青
少
年
体
育
セ
ン
タ

ー
申
込
み
は
直
接
会
場
の
万
で
、
く

わ
し
く
は
役
場
内
、
芳
賀
ま
で
。

老
人
・
障
害
医
療
証
の
切
替

▼

日

　

時

　

6

月

2

6

日

・

2

7

日

9

時

～

1

6

時

3

0

分

▼
場
　
所
　
役
場
西
別
館

▼
持
参
晶
　
健
康
保
険
証
、
旧
医
療

証
、
印
鑑
、
通
知
ハ
ガ
キ

※
5
5
年
1
日
1
日
以
前
に
水
巻
町
在

住
で
な
い
か
た
は
、
前
住
所
地
で

老
人
医
療
用
の
所
得
証
明
を
と
る

こ
と
。

◎
障
害
医
療
証
の
切
替

▼
日
　
時
　
6
月
3
0
日

9
時
～
1
6
時
3
0
分

▼
場
　
所
　
役
場
酋
別
館

▼
持
参
晶
　
健
康
保
険
証
、
障
害
医

療
証
、
印
鑑
、
通
知
ハ
ガ
キ

正
し
い
飼
犬
の
か
い
方

最
近
、
犬
が
人
を
か
ん
だ
り
、
田
畑

を
荒
ら
し
た
り
、
ご
み
箱
を
あ
き
っ
た

り
、
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。犬
を
飼
う
場
合
、
犬
小
屋
を
確
保
し

家
族
全
員
が
愛
情
を
も
っ
て
最
期
ま
で

飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
次
の
こ
と
に
ご
留
意
下
さ
い
。

。
飼
い
犬
は
丈
夫
な
鎖
や
綱
で
つ
な
ぐ

か
、
ま
た
は
お
り
（
か
こ
い
）
で
飼

う
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

。
不
用
に
な
っ
た
犬
は
捨
て
な
い
で
、

必
ず
遠
賀
保
健
所
（
晋
2
0
1
・
4

1
6
1
）
に
届
出
て
引
き
と
っ
て
も

ら
う
。

町
税
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
で

口
座
振
替
は
、
お
忙
し
い
方
、
ご
不

在
が
ち
の
方
に
特
に
便
利
で
す
。

申
込
み
は
、
役
場
収
納
係
ま
た
は
あ

な
た
が
預
金
さ
れ
て
い
る
銀
行
等
ヘ
口

座
番
号
と
口
座
取
引
印
を
持
参
く
だ
さ

い
。
。
利
用
で
き
る
税

町
県
民
税
（
普
通
徴
収
）
、
固
定
資

産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
、
軽
自
動

革
税

。
利
用
で
き
る
金
融
機
関

遠
賀
信
用
金
庫
本
店
・
各
支
店
、
郡

農
協
水
巻
支
所
、
福
岡
銀
行
・
折
尾

・
梅
ノ
木
・
中
間
支
店

当

直

要

〆

『

　

　

…

　

　

蛋

瑚

ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

※
医
療
証
の
色
は
白
か
ら
ピ

か
わ
り
ま
す
1
。

タ
バ
コ
は
町
内
で

豆
　
冥
い
ま
し
ょ
う

～　お　　礼～
香典返しと次のかたから社会福祉協議会にご寄贈がありまし
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